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研究成果の概要（和文）： 

収集した窯址出土陶磁試料数中国 55 個、日本 186 個、窯場原料試料数 32 個である。その結
果、本研究で確立できる窯場の総数は、中国 3年代 4窯址、日本 19窯址、消費地 1個所であり、
陶磁器試料を補う陶磁原料は日本 4窯場の 19 種である。測定時、前処理である溶液化の段階で
生じていると思われる実験誤差を減らすため、詳細な手順書を策定した。 

既発表窯址出土磁片の化学組成の集成を行った。本研究成果と共に公表準備中である。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The quantity of the sample of the pottery excavated from the collected kiln place is 

55 Chinese things and 186 things of Japan. Moreover, the number of samples of kiln place 
materials is 32 pieces. As a result, as for the total number of the kiln that was able 
to be established in this study, China is a kiln of four places in the 3s, and Japan is 
19 places of kilns, and the ground to use is one place. The materials of the pottery for 
compensating it are 19 sorts of the thing 4 kiln place in Japan. 
In order to reduce the experimental error considered to have produced in the stage of 
solutionizing which is a pretreatment at the time of measurement, it decided upon the 
detailed manual. The chemical constitution of the already announced piece of kiln place 
excavation pottery was collected. It is under preparation with this result of research.  
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００８年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

２００９年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

２０１０年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

２０１１年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

  年度  

総 計 11,200,000 3,360,000 14,560,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：史学・考古学 

キーワード：歴史考古学・文化財化学・陶磁器・胎土分析・産地同定・ICP 発光分光分析 

 
１．研究開始当初の背景 
 国内外各地考古遺跡から出土する陶磁器
は、生産窯を特定することで交易経路を推察
する手掛かりとなり、生産品種の編年から考

古遺跡の活動年代を推定する手掛かりとな
る。出土遺物が小片の場合、それ等の産地推
定を行うのに、倣製品などを生産した地方窯
と混じり合い区別することが多いに困難で
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あった。 
 消費地から出土した陶磁器の産地同定に
は、各生産窯の生産品がもつ特徴を明瞭に認
識する必要がある。判断には陶磁器胎土の化
学分析が有効な手段と考えられた。その為に
は、基準となる窯址から出土した陶磁器片の
化学分析値が是非とも必要であった。 
 
２．研究の目的 

陶磁器の産地同定を行うに有効な手段と
して、試料の胎組成の化学分析がある。微量
元素の含有量を比較することで特定地域を
推察する方法である。 

本研究は､窯跡出土の陶磁器片胎組成を高
精度で計測し、各窯別年代別の特徴を明確に
認識する、その基準値を確立することが目的
である。 
 
３．研究の方法 

目的を実現するために、以下の三分野の研
究を行った。 

 
(1)窯跡出土が確実な陶磁器片(試料)の収集 
 発掘担当者により陶磁器片出土状況が示
された試料を、出土層位や器形等から種別や
年代にあらかじめ分けて収集した。 

収集された複数試料が、ひとまずその窯跡
のその年代を代表しているものとした。 
 
(2)破壊分析法(ICP)による試料に含まれる
微量元素の測定 
 ①比較対象とする微量元素の種類の選択
について、ICP で精度よく計測できる元素や、
陶磁原料に混在する鉱物としてしばしば見
られるものを調査して、その成分元素から決
定する。 
 ②器具の洗浄から始まる測定のための手
順書を細かく策定する。定量値の再現性を得
るために、無駄な動きのない、効率的手順を
確定する。 
 ③前処理、試料胎土の容液化の段階で生じ
る誤差を極力少なくし、良く校正された分析
機器により、複数の微量元素を正確に測定す
る。 
④測定結果の再現性について、同一計測機

器上での測定値再現性と共に、複数の異なる
計測機器と研究機関での数値の一致をみて、
基準値とする。 
 
(3)従来報告されている陶磁器片の化学組成
(分析値)の集成および本研究成果の公開 
 ①これまでに報告される中国や日本の陶
磁器胎土の組成分析値を集成する。 
 ②考えられる問題点として、分析手法の違
いにより測定誤差を生じること、試料の生産
年代など考古学の進展によって年代観に差
が生じている、などがある。したがって報告

されている試料の化学組成について、個々に
測定手法の調査を行い、分析試料の実物写
真・実測図の調査などを行う。 
③本研究での成果と比較する形でデータ

ベース化し公開をしてゆく。 
 
４．研究成果 
(1)各年度に以下の窯跡出土試料を収集した。 
 
08 年中国窯址出土試料 

浙江省杭州郊壇下官窯-34 個。越州窯-4 個。
龍泉窯-2 個。河北省定窯-15 個。 
09 年日本窯址他出土試料 

岡山伊部南大窯-5 個。石川作見窯-2 個。福
井岳ノ谷窯-4 個。静岡川根沢古窯-20 個。上
志戸呂古窯-20 個。富山山下古窯-17 個。黒
川古窯-14 個。小森古窯-17 個。その他-若干
個。 
10 年日本窯場現用産出試料 

石見焼-4 個。出石焼-8 個。萩焼-10 個。龍門
司焼 10 個。 
11 年日本窯址他出土試料 

愛知瀬戸孫右衛門 3 号窯-10 個。田原町渥美
皿山 5 号窯-10 個。岡山南大窯-13 個。静岡
神座窯-20 個。鹿児島薩摩苗代川御定式窯-9
個。薩摩帖佐窯･宇都窯前-3 個。その他若干
個。 
12 年日本窯址他出土試料 

静岡すやん沢窯-3 個。志戸呂窯-4 個。岡山
八島亀山神前社下窯-5 個。八島亀山神前社東
窯-10 個。その他若干個。 
 
窯址出土陶磁試料数=中国 55個。日本 186 個。
窯場原料試料数=32 個。 
 
(2)微量元素の測定 
 
 ①ICP 発光分光分析で計測する微量元素は、
従来ストロンチウム(Sr)やバリウム（Ba）を
選択する例が多かった。他の例ではルビジウ
ム（Rb）やセシウム（Cs）、スカンジウム（Sc）
ランタン（La）･セリウム（Ce）･サマリウム
（Sm）･トリウム（Th）やハフニウム（Hf）
など 1族から 4族までの、なかでも希土類元
素が多く選択されている。本研究でも、スカ
ンジウム（Sc）とエルビウム（Er）を加えた
主要 8元素に 4種の微量元素で計測を行った
が捗々しい結果は得られなかった。 
その後、ICP による陶磁器胎土分析で学術

成果をあげているオーストラリア・ニューイ
ングランド大学では、39 元素の分析を行い、
コンピューター上で複数試料の複数元素で
差が生じたものを取り上げて、グループ比較
を行っていることを知った。結果的にこの手
法が有効であることが分かった。 
 
 ②および③前処理である溶液化の段階で



 

 

生じていると思われる実験誤差を減らすた
め、実験器具の性能誤差分布の調査や、容液
化の反応時間差による数値変化等、疑わしい
ものを徹底排除した。実験者の無駄な動きを
減らし、手順内の必須作業を習慣化し、容液
化までの繰り返し実験を続けた。その結果、
測定試料の溶液化のための前処理作業の注
意点がより明確となり、測定時に生じる誤差
は減少した。 
 
 ④標準溶液および定量性の検討には、
GSJ(Geological Survey of Japan : 工業技
術院地質調査所)配布の JB-1a、JG-1a を用い
た。分析法の精度・確度を確かめるため、6
度にわたり 94 試料について 282 度繰り返し
分析実験を行った。また、ICP による分析で
は珪酸の値が求められないため、主成分分析
にガラスビード法による蛍光 X線分析を加え
た。その際に日本セラミックス協会認証標準
物質 R-604,R-605,R-702,R-703,R-751,R-803
を計測したが、測定値は検量線上に定まった。 

2011 年度は、東日本大震災の影響で測定機
器の較正に若干の時間を要した。また研究代
表の身辺に故障が生じたために容液化に支
障をきたし充分な計測が出来なかった。 
 また、新たな標準試料による検量線を引き
直すことを行ったが、従来線上にほぼ定まっ
た。 
 
(3)既発表の窯址出土磁片の化学組成(分析
値)の集成等 

中国・日本の陶磁器の胎土および釉の化学
分析値、528 件の収集を行った。また、中国
および日本、韓国その他の輸入陶磁原料の化
学分析値、661 件の収集を行った。これ等は
既にデータベース化の為のパソコン入力を
終えているが、測定法や試料画像等の参考デ
ータを添付する形で公開してゆく予定であ
る。 
 

科学研究は終了となったが、未計測試料分
について引き継ぎ研究を行い、全ての測定値
を含む報告書の刊行は本年度に行う予定で
ある。 
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